
 

 

【詳細】 

A) 法定事業、各種相談や災害関係等、実施が必須だったもの 

例○法乳幼児健診、特定健診、がん検診 

○相母子・父子相談、教育相談、就労相談、健康相談 

○災避難行動要支援者事業、防災思想普及事業（防災訓練等） 

B) コロナ禍でも、中止しなかったもの 

例：フレイル予防教室等介護予防事業、市運動施設での事業、 

文化センターでの催し等コミュニティ運営事業、協働まつり 

 ⇒内容の変更や一部中止しながら実施 

C) 中止したもの 

例：法定外の健診、福祉まつりや地域まつり等のイベント 

元気いっぱいサポーター養成講座 

保健計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21事業 

 中止 9.5％（2事業） 

 縮小 5％（１事業） 

36事業 

 中止 11％（4事業） 

 縮小 16.5％（6事業） 

36事業 

 中止 5.5％（2事業） 

 縮小 5.5％（2事業） 

18事業 

 中止 33.5％（6事業） 

 縮小 44.5％（8事業） 

 
令和２年度関連事業 

【考察】 

① 新型コロナウイルス感染症の影響により、中止や、内容に制限をか

ける、規模を縮小する等の変更を余儀なくされたものが多かった。 

特に、「基本方針４」についてその傾向が顕著である。 

 

② 感染症蔓延により、特に「衛生・感染予防」に対する市民の健康への

意識の高まりが特質的であり、市からの情報発信についても、タイ

ムリーな発信に努めた。 

併せて、感染症蔓延による様々な影響により、こころの健康づくり

も重要であったことから、各種集客しての講座が中止となるなかで

も、市民向けのこころの健康づくりの講座・教職員向けのゲートキ

ーパー研修・児童生徒向けの SOS の出し方に関する教育は実施し

た。 

 

③ コロナ禍での事業の実施方法として、ライブ配信やオンラインでの

実施を導入や、感染対策を講じた新たな実施方法を模索しており、

今後もこの検討は継続していくと思われる。 

感染症蔓延化において、市民が参画する「つながり」や「交流」を深

めていくことについて、新たな課題が明らかになった１年であった。 

3年度は 2事業縮小 

3年度は 1事業廃止 

・他の事業と統合 

 令和２年度第３次保健計画及び食育推進計画構成事業評価まとめについて 資料 2 

高 
 
 
 
 
 
 

優
先
度 

 
 
 
 
 
 

低 



 

 

 

【詳細】  

A）中止したもの 

例：子ども料理教室、保育所における調理体験・会食、給食展、市民農業大学等 

⇒体験型の講座、会食、イベント 

B）縮小したもの 

  例：学校訪問（給食センター）、食べるカムくらぶ、食育推進リーダーの育成等 

⇒緊急事態宣言中の実施を中止、一部中止または内容変更（調理実習の

み中止等）、募集人数縮小（例年の半数程度） 

C)実施したもの 

   例：食育月間普及啓発事業、ランチタイムズ、乳幼児健診、離乳食教室、保育所に

おける三色食品群の学習等 

⇒ホームページや資料配布等による情報発信（バランスのよい食事等）、

乳幼児の成長・発達に応じた健診・教育事業 

食育推進計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33事業 

 中止 ３０．３％（1０事業） 

 縮小 ９．１％（３事業） 

57事業 

 中止 ３６．８％（２１事業） 

 縮小 １９．３％（11事業） 

４１事業 

 中止 ３９％（１６事業） 

 縮小 １９．５％（８事業） 

 
令和２年度関連事業 

3年度は 4事業縮小 

・内容を変更しての実施を検討 

【考察】 

① 新型コロナウイルス感染症の影響により、事業の中止や内容の変

更を余儀なくされた。なかでも調理実習等の体験活動や会食（共

食）については、その傾向が顕著であった。 

 

② コロナ禍において自宅で過ごす時間が増えたことにより、自宅で

調理する機会が増加する傾向がみられた。また、免疫力を高める

食事について関心が高まったことを受けて、免疫力アップの切り

口から「バランスのよい食事」の啓発やレシピの提案等について、

庁内栄養士をはじめ、市内大学や企業と連携した情報発信に努

め、健康的な食事に関心を持ってもらうきっかけづくりができた。 

 

③ 調理実習等の体験活動は、実際に体験することで、食への興味・関

心につなげる等の実施効果が期待できる取組であり、コロナ禍で

の感染対策を講じた実施方法について模索しているところが多か

った。引き続きの検討が必要である。 

 

④ 対面での大人数の共食が難しい状況は続いている中、食事を仲間

と楽しむ機会が減少している。「基本方針３（１）食を通じたコミュニ

ケーションの機会を増やす」については、新たなコミュニケーション

の手法を引き続き模索していく必要がある。 

 

3年度は 6事業縮小 

・内容を変更しての実施を検討 

3年度は 1事業廃止・11事業縮小 

廃止：他の事業と統合 

縮小：内容を変更しての実施を検討 


